
セキュリティ対策
中 小 企 業 の

の任命が難しい企業では、サイバーセキュリティお助け
隊サービスのような外部サービスの活用は有効な選択肢
になると考える。
また、同調査によると、過去３期における情報セキュリ
ティ投資を行っていない中小企業は約３割となっている。
情報セキュリティ投資を行わなかった理由としては、「必要
性を感じていない」の割合が最も多く40・５％で、「費用
対効果が見えない（24・９％）」、「コストがかかり過ぎる
（22・０％）」が続いている。必要性に関しては経営者の
リスク認識によるところも大きいが、費用対効果やコスト
面で情報セキュリティ投資をちゅうちょする中小企業は、
サイバーセキュリティお助け隊サービスの導入を検討する
価値がある。24時間の監視や運用レポートなどの作成を
自社で実施できる中小企業は限られており、外部サービ
スを利用する方がコストパフォーマンスは高い。また、取
引先からの信頼の獲得も期待できる。
ＩＴ導入補助金、サイバーセキュリティお助け隊サービ
スの詳細についてはそれぞれのＷｅｂサイトにて確認して
ほしい。

（独立行政法人情報処理推進機構・江島将和）

セキュリティ対策推進枠を創設
国際情勢の緊張などによりサイバー攻撃事案の潜在リ

スクが高まっていることを踏まえ、経済産業省はＩＴ導入
補助金において新たに「セキュリティ対策推進枠」を創設
し、８月９日から申請受け付けを開始した。このセキュリ
ティ対策推進枠を活用することで「サイバーセキュリティお
助け隊サービス」の利用料が上限１００万円（補助率２分
の１以内）まで支援される。
サイバーセキュリティお助け隊サービスは、中小企業の

サイバーセキュリティ対策に不可欠な各種サービスをワン
パッケージで安価に提供する民間のサービスであり、現
在、所定の基準を満たした18事業者が提供するサービス
が登録されている。具体的には、ネットワークを一括的
に監視する機器、または端末の不審な挙動などを監視す
るソフトウエアを導入し、サービス提供事業者が24時間
監視を行う。
不審な通信などを検知した場合、サービスを利用する

中小企業に通知を行うとともに、必要に応じて駆け付け
支援を行う。この突発的に発生する駆け付け費用などを
簡易サイバー保険で補償する。
これらサービスがワンパッケージで提供されるため、専

門知識がない中小企業でも簡単に導入・運用することが
可能である。サービスを利用する中小企業からは、「セ
キュリティ担当者がいないため、まとめてお任せできるの
がありがたい」、「サービス利用料が安いので助かってい
る」といった声が寄せられている。もともと価格設定に上
限があり安価であるが、ＩＴ導入補助金を活用することで
さらに導入しやすくなる。

サイバー攻撃対策に外部サービスが有効
独立行政法人情報処理推進機構（ＩＰＡ）が実施し

た「２０２１年度中小企業における情報セキュリティ対策
に関する実態調査」によると、セキュリティ担当者（兼務
含む）が任命されている中小企業は約４割となっており、
企業規模が小さいほどセキュリティ担当者が任命されて
いない。しかし、サイバーセキュリティお助け隊実証事
業において業種や規模にかかわらず全の企業においてサ
イバー攻撃と思われる通信が確認されており、もはや他
人事ではない。人材不足などによりセキュリティ担当者
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課　題 コロナ禍で着手した中食事業、今後の展開を模索

取り組み 補助金を上手に活用し、販売強化と商品開発に挑戦
　「花山インスタントラーメン」の販売強化と
新たなテイクアウト商品の開発に補助金を
活用できないか、商工会議所に相談。相談の
中で、やりたいことを整理し、ECサイト制作
は小規模事業者持続化補助金に、新商品開
発は福岡県経営革新実行支援補助金に申請
することに。経営指導員や中小企業診断士と
ともに、現状分析から課題把握、取組内容の
整理、効果予測…と打ち合わせと修正を繰り
返し、事業計画書を作成しました。

成　果 中食市場への本格参入、補助金活用が挑戦を後押し

経営相談のススメ
～福商伴走型支援 事例紹介～

当所では、事業計画策定や補助金申請、その後のフォローアップ
を通じ、事業者の経営課題の解決を目指す「伴走型支援」に取り組
んでいます。本コーナーでは、当所の支援を通じて課題解決に取
り組んだ事業者の事例をご紹介します。

補助金を上手に活用し、
中食事業に挑戦

花 山

業　種：飲食業
代表者：花田 博之
ＴＥＬ：092-631-1408
ＵＲＬ：https://yatai-hanayama.co.jp/

所在地：福岡市東区箱崎１丁目　
　　　　 44-17

大正12年、東区筥崎宮の門前に小規模屋台「花山」として創業。2代目（現大
将）によって、福岡で他にない大型屋台へ進化。平成30年に屋台から店舗へ
リニューアル。約30年使用した屋台2台を、そのまま店内に入れ込み、屋台
の雰囲気はそのままに新しいスタイルを実現している。

　補助金の申請は、決して簡単なものではありません。
花山さんは、このコロナ禍を乗り越えるという強い思い
で、時間をかけて事業計画書の作成に取り組まれまし
た。創業約70年、多くの方に美味しい料理と博多の文
化、地域の魅力を発信し続けてこられた花山さんを、こ
れからも応援させていただきます。

　『現状維持は衰退』
　コロナにより、今までの常識が覆され
厳しい状況が続いていましたが、その中
でも常に変化に対応する思考をずっと
行ってきました。具体案はいくらでも出て
きますが、それらを『決断し実行』するの
が一番難しく、その決断を助けてくれた
のが補助金の存在でした。
　失敗を恐れるのではなく、挑戦する機
会を応援する商工会議所含め関係者の
皆様には大変感謝しています。今回の事
業を新たな基盤にするために今後も挑戦
し続けていきます。

若大将　花田真一郎

担当者の声

経営指導員
西田 まゆこ 地域支援第１・第２グループ

TEL 092-441-2161／2162

事業者の声

経営まめ知識

事業再構築補助金とは
新分野展開や事業・業種・業態転換、事
業再編といった思い切った事業再構築に
意欲を有する中小企業等の挑戦に対す
る補助金。
経営に関するお問い合わせ

　地元の方はもちろん、巨大屋台という特徴から、県外や海外からのお客様も多かった花
山さん。コロナ禍で、書き入れ時の放生会や十日恵比寿等の行事が中止に、また外出自粛
や観光客減少で売上が大きく減少しました。店内飲食のみというビジネスモデルを変え、
中食需要を捉えた新規事業に着手し、人気の「豚骨ラーメン」を添加物なしのインスタント
ラーメンとして商品化。今後、どうやって新規事業を展開するか悩まれていました。

　両補助金申請ともに採択され、「花山インスタントラーメン」は順調に販売数を伸ばして
います。また、商品購入をきっかけに来店するお客様も増え、今までにない来店ルートがで
きました。今回の取り組みで大きな可能性を感じた花山さんは、本格的に中食市場への参
入を決意。名物の焼き鳥「白（豚モツ）」を自社で商品化する新事業を計画。再び、商工会議
所に相談し、事業再構築補助金にもチャレンジ。見事採択されました。花山さんの挑戦は今
も続いています。
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